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▽令和元年度 全国大会報告①－全視連理事会・センター総会、セミナー、実践発表など 
 

 

去る 11 月 8 日（金）・9 日（土）の両日、第

23 回視聴覚教育総合全国大会並びに第 70 回放

送教育研究会全国大会合同大会が、「ネットワー

ク社会におけるメディアとヒューマンコミュニ

ケーション」をテーマに開催された。１日目は東

京都および埼玉県内の各会場で、２日目は東京都

台東区立台東育英小学校にて開催された。 

１日目は各会場園・校、施設において公開保

育・授業、研究交流などを実施、全視連はパナソ

ニックセンター東京において施設見学や事業紹

介、理事会・総会などを内容として 32 名の参加

者を得て実施した。 

 

〇全視連理事会／センター総会 

 施設見学の後、全視連の理事会および全国公立

視聴覚センター連絡協議会の総会を同センター

において実施した。理事会では令和元年度事業経

過報告書（案）および同中間決算報告書（案）が、

全国公立視聴覚センター連絡協議会の総会は平

成 30 年度事業報告書（案）、決算報告書（案）

および令和元年度事業経過報告書（案）、中間決

算報告書（案）、役員改選などが提案され承認さ

れた。 

 

 

パナソニックセンター東京での施設見学 

理事会・総会 
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功労者表彰式 

全視連セミナー 

実践発表 
〇功労者表彰式 

 大会２日目の全体会の中で各団体の功労表彰

式が執り行われ、全視連は 10 名の功労者のうち

６名の方々が出席し、鈴木等副会長から盾を一人

ひとりに授与された。 

 

〇セミナー／実践発表 

 ２日目午前は７つのセミナー・ワークショップ

が実施され、全視連ではセミナー「地域メディア 

 

センター事業事例研究」について基調提案がなさ

れ、それをもとに意見交換などを行った。 

午後からは９つの実践発表があり全視連は「春

日部市視聴覚センターの取り組み」をテーマに樋

口誠氏（春日部市視聴覚センター）、「16 ミリ機

材の研修機会提供や映画会などの技術支援」をテ

ーマに増山和宏氏（宇都宮市立視聴覚ライブラリ

ー）による発表が行われた。 

 

○全体会 

開会式では主催者挨拶に続き、萩生田光一文部科

学大臣祝辞が文部科学省初等中等教育局情報教

育・外国語教育課の髙谷浩樹課長により代読され

た。 

 

〇講演 

アレックス（株）代表取締役社長兼 CEO（グ

ーグル日本法人前社長）の辻野晃一郎氏をお招

きし、グローバルビジネスの視点から「変化の

時代はチャンスの時代」、「出る杭になる勇気」

「自らが光る人になって闇を照らす」などの今

後の教育のあり方に多くの示唆をいただいた。 

 

令和 2 年度 第 24 回視聴覚教育全国大会合同大会 第 71 回放送教育研究会全国大会 

合同大会（大阪大会） 

1．日時 令和２年 11 月 13 日（金）・14 日（土） 

2．会場 岸和田市立常盤幼稚園、岸和田市立大宮幼稚園、岸和田市立岸城幼稚園、大阪市立阿倍野

小学校、大阪市立宝栄小学校、泉佐野市立第三小学校、大阪市立大和川中学校、箕面自由学

園高等学校、大阪夕陽丘学園高等学校、大阪府立岸和田支援学校、大阪大学 ほか 
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▽講師派遣事業 令和元年度 第 60 回愛媛県視聴覚教育研究大会 
 
全視連の講師派遣事業を活用し、鳴門教育大学

大学院学校教育研究科准教授の泰山裕氏を講師

として、表記研修会の講演が実施された。 

１．日時：10 月 23 日（水）13:50～15:30 

２．会場：愛媛県生涯学習センター 

３．参加者：学校関係者、社会教育関係者、県・

市町教育委員会関係者、県・市町視聴覚センタ

ー・ライブラリー関係者、視聴覚教育の振興に

携わる団体や企業関係者（14 名） 

４．講師：泰山裕准教授（鳴門教育大学大学院学

校教育研究科） 

５．講演テーマ：「思考力を育てるＩＣＴ・視聴

覚メディアの活用」 

６．講演要旨 

・学校の授業で求められる「思考スキル」の種類

が、多面的に見る▽分類する▽比較する－など

約２０種類に分けられると指摘。「比較する」

ならそれぞれの範囲を視覚的に図式化した「ベ

ン図」を利用するなど、目的に合った「思考ツ

ール」を使うことで効果的に子どもの考えを可

視化・整理できるとした。  

・テレビ番組を見せ「子どもに何を考えさせるか」

を検討し、「それを考えさせるためにどんな思

考ツールが必要か」などを話し合うワークショ

ップを実施した。

 

 

                                             

▽専門委員だより「『わくわく映画館』の営み」 

仙台市教育委員会生涯学習課主査 佐野 真哉（全視連専門委員） 
 
子どもたちの「がんばれー！」「かわいい！」「や

ったあ！」等々の声援があったり、「キャー！！」

という悲鳴が会場に響いたり、時には涙した

り・・・。 

本市では、市内の幼児・児童・生徒を対象に優

れた映画を鑑賞する機会として、「わくわく映画

館」を実施しています。せんだいメディアテーク

に備えられている 16 ミリ映写機を活用して、映

画・録画教材を紹介するとともに、社会教育にお

ける教材映画の利用促進、子どもたちの健全育成

を図ることをねらいとしています。 

今年度は小学校や社会教育施設を会場に全 12

回の上映会を行いました。実際の運営は、仙台視 

聴覚同好会に業務を委託して進めてもらってい

ます。上映が始まると、子どもたちだけでなく、

付き添いの保護者の方々も、どんどん映画にのめ

り込んでいく姿に驚かされます。また、上映中、

16 ミリ映写機から聞こえてくるカタカタカタカ

タという音は、子どもよりも大人にとって、どこ

か懐かしく、非常に心地よいものです。 

上映後は、仙台視聴覚同好会の方が映画フィル

ムを実際に見せたり、16 ミリ映写機について説

明したりと子どもも保護者も興味津々。映写機に

ついての質問は、大人からの方が多いように感じ

ます。心温まる「わくわく映画館」のひと時です。
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▽専門委員だより「埼玉県春日部市視聴覚センターの特色ある講座の紹介」 

春日部市視聴覚センター指導主事 樋口 誠（全視連専門委員） 
 
１．はじめに 

 

 春日部市視聴覚センターは「視聴覚教育を通

じ、市民の生活文化と知識の向上及び学校教育と

社会教育の振興を図ること」を目的に設置されて

いる。果たすべき機能として３つ掲げられてい

る。 

★研修・学習センターとしての機能 

★教材センターとしての機能 

★情報・研究センターとしての機能 

今回は１つ目に掲げられている研修・学習セン

ターとしての機能のうち、特色ある講座をいくつ

か紹介する。 

 

２．特色ある講座の内容 

 

（１）障がい者対象ＰＣ講座 

「具体的な講座名」 

①視覚障がい者対象ＰＣ講座 

②聴覚障がい者対象ＰＣ講座 

「対象」 

市内在住、在勤、在学の視覚障がい者、聴覚障

がい者 

「内容」 

①パソコンの起動の仕方からウインドウズの操

作方法、インターネットやメールの利用方法を

学ぶ。 

＊使用ソフトはＰＣ－Ｔａｌｋｅｒ 

②パワーポイントの操作方法を学ぶ。 

「障がいへの支援」 

①地域のボランティアと連携し、視覚障がい者が

操作しやすいように指導者として協力してい

ただいている。 

②社会福祉協議会の協力を得て、手話通訳者を２

名招聘し、講座内容を手話通訳していただいて

いる。 

 「成果」 

参加して頂いた受講生には、大変好評である。

他の内容での講座の要望もあった。 

「課題・今後の取り組み」 

合理的な配慮に基づいて、多数ある健常者  

対象講座に障がい者が参加できる環境を整え  

ていく必要がある。そのためには、ボランテ  

ィアや手話通訳者等への謝礼をさらに予算化  

するだけではなく、講座内容の工夫も考えて  

いきたい。 

また、年度によっては、受講生が集まらず講

座が開催できないこともあった。そのため今後

は、ソフトや講座内容を刷新していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴覚障がい者対象ＰＣ講座 
 

（２）教職員対象講座 

 「具体的な講座名」 

   ①ホームページ作成研修 

   ②ＩＣＴ管理・活用研修 

   ③タブレット入門研修 

   ➃タブレット活用研修 

   ⑤タブレット授業実践研修 

   ⑥プログラミング入門研修 

   ⑦情報モラル研修 

   ⑧校内研修 

    ＊年間に複数回実施している講座あり 

「対象」 

市内小中学校の教職員 

「内容」 

①ホームページ作成、ブログ活用方法を学ぶ。 

②情報漏洩対策、ウイルス対策、情報モラル、プ

ログラミング教育等のＩＣＴに関わる知識を

学ぶ。 

③タブレットの起動、終了等、使い方の基礎を学

ぶ。 

➃タブレットを効果的に利用する方法を学ぶ。 

⑤タブレットを効果的に利用した授業実践を学

ぶ。 

⑥プログラミング教育の教科への位置づけ方プ

ログラミングのソフトの活用方法等を学ぶ。 

⑦情報モラル教育についての効果的な指導方法

を学ぶ。 

⑧依頼のあった市内の学校に訪問し、様々なＩＣ

Ｔ活用等の知識を学ぶ。 

「成果」 

参加して頂いた受講生には、大変好評である。
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参加した受講生同士の情報交換の場にもなって

おり、繰り返し参加する受講生も多い。 

「課題・今後の取り組み」 

多くの研修が１８：００からの夜間の自主研修

のため、受講生が少ない状況になっている。 

そのため、今後は校内研修を中心にこちらから

積極的に研修の必要性を訴え、先生方に学んで頂

く機会を増やしていきたい。 

教職員研修 
 

（３）教員免許更新講習 

「具体的な講座名」 

ＩＣＴを活用した授業づくり 

「対象」 

教員免許更新講習対象者 

「内容」 

本市と包括的連携協定を結んでいる共栄大学と

協力し、下記の３点を中心にした内容で実施して

いる。 

①タブレット端末や電子黒板などのＩＣＴ機器

を活用することで「わかる授業」が実現す  

ることを理論と実践を通して学ぶ。 

②ＩＣＴ活用の小技やちょっとした工夫を紹介

し、パソコンを使った教材づくりを体験す  

る。 

 

③情報モラル教育を推進するための知識や指  

導法を実践事例を通して身に付け、指導力の  

向上を図る。 

「成果」 

様々な校種の受講生が参加し、大変好評であ

る。また、今年度で３年目を迎えるが、市内の  

小中学校の教員の参加も増えてきている。 

「課題・今後の取り組み」 

  さらにＩＣＴ機器や情報教育に関わる最新情

報を提供できるように、講座内容を刷新していき

たい。 

         教員免許更新講習 
 

３．おわりに 

社会教育と学校教育の振興が図れるように上

記の特色ある講座だけでなく、その他の講座や事

業に対して、満足度調査の結果及び社会や学校の

ニーズを見極め、次年度の計画を立案していきた

い。 

本センターの講座や事業は、他にも多岐に渡っ

ている。詳しくは下記を参照していただきたい。 

 

埼玉県春日部市視聴覚センター

http://www.av-center.kasukabe.saitama.jp/

 

全視連専門委員会 

 全国をブロック別に分け、専門委員を委嘱し、主としてブロックの情報交流や拠点における研究・

研修事業の推進。また、全国大会における全視連関係分科会での指導助言・運営・記録等の協力体

制をご支援・ご協力いただいています。 

 

専門委員長    村上長彦（全国視聴覚教育連盟専門委員長） 

副専門委員長   丸山裕輔（新潟県阿賀町立上川小学校長） 

事業担当委員   髙橋敏幸（茨城県阿見町立朝日中学校講師） 

小島靖子（千葉県総合教育センター研究指導主事） 

東北ブロック委員 佐野真哉（仙台市教育局生涯学習課社会教育主事） 

         冨手冬樹（盛岡教育事務所主任社会教育主事） 

関東ブロック委員 樋口 誠（埼玉県春日部市視聴覚センター指導主事） 

         田辺 剛（栃木県総合教育センター社会教育主事） 

近畿ブロック委員 髙見晴彦（兵庫県丹波篠山市視聴覚ライブラリー係長） 
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▽ＮＥＷＳ 「ｅスクール ステップアップ・キャンプ 2019 西日本大会」 

  (一財)日本視聴覚教育協会・日本視聴覚教具連

合会主催、文部科学省共催による表記研修会が、

令和２年 1 月１８日（土）に岡山県倉敷市児島文

化センターにおいて開催される。 

【基調講演】 

文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教

育課情報教育振興室室長補佐／小林 努氏 

【模擬授業】 

・「水中の物体に働く力」鳥取県岩美町立岩見中

学校／岩崎有朋教諭 

【特別授業】 

・「Chrombook を活用した授業体験」岡山県立

林野高等学校／三宅杏奈教諭 

【デジタルポスターセッション】 

・15 名の小学校・中学校教諭による ICT 活用実

践事例発表 

【パネルディスカッション】 

「教育クラウドの可能性と今後の展開」 

コーディネーター 

 堀田博史氏(園田学園女子大学 教授) 

登壇者 

・小林 努氏(文部科学省初等中等教育局情報教

育･外国語教育課情報教育振興室室長補佐) 

・渡部 誉氏(西条市役所総務部 ICT 推進課副課

長) 

・川畑寛明氏(箕面市教育委員会子ども未来創造局

教育センター副所長) 

・尾島正敏氏(倉敷市教育委員会倉敷情報学習セン

ター館長) 

【ICT 教材・機材体験展示（30 社）】 

●参加申込や詳細は下記まで。 

http://eschool.javea.or.jp/ 

 

                                             

▽えすけーぷ 

地球の環境問題として、プラスチックの削減が

緊急を要する課題として挙げられています。石油

から作られるプラスチックが私たちの生活に活か

されるようになって、生活が随分変わりました。

しかし、廃棄された後、分解されるまでに大変長

い時間がかかることや、ゴミとなったプラスチッ

クが海洋汚染を引き起こし、さらにはマイクロプ

ラスチックとなって様々な海の生物に悪影響を与

えていることも分かっています。 

 では、プラスチックをどう減らすか、というこ

とになると、なかなか具体案が出てこないのが現

状ですが、プラスチックストローを使わないとい

う運動が世界的に広がっています。実はプラスチ

ックの使用量に占めるストローの割合は１～２％

程度なのですが、レジ袋の削減、ペットボトルの

削減という取組みと同じように、プラスチックス

トローの削減が取り組まれています。 

 このきっかけとしては、海ゴミのストローが鼻 

 

に刺さったままになったウミガメを保護する映像

が多くの人に広まったことが大きな影響力を持っ

たといわれています。たった一匹のウミガメの映

像ですが、多くの人に広まることで、大きな影響

力を持った訳です。 

 これは映像の持つ力の一つの表れだろうと思い

ます。プラスチック問題を訴える多くの論文、記

事では動かなかった企業や消費者が、鼻にストロ

ーが刺さったウミガメが保護される映像によって

意識と行動が変えられていったのです。 

 一方で、湾岸戦争の際に、油にまみれた水鳥の

映像がサダム・フセインの環境テロによる結果だ

として宣伝され、戦争の正当化に利用されたとい

うこともあります。映像の力が一歩間違えると負

の方向に働いてしまうということも事実です。 

 視聴覚教育の普及に携わる私たちは、各施設で

提供する映像の内容をどこまで理解し、表現され

ている内容が問題ないものなのかを確認できてい

るでしょうか。映像が持つ力と負の力の両面があ

るということを絶えず意識しながら携わっていき

たいものです。（ＴＭ）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
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〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
HP：http://www.zenshi.jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

http://eschool.javea.or.jp/
http://www.zenshi.jp/
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http://www.toei.co.jp/edu/ 

http://www.toei.co.jp/edu/

